
みんなで、“思いやり”を“かたち”に変えていきましょう 

 

 

気づいたとき どうすればいいの？ 

気づいたことがあれば、すぐに教えてください。 

利用者の意見を聴きながら、計画・設計、施工と事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ先 
この“手引き”について、ご意見、ご感想、ご質問等がござ

いましたら、FAX またはメール等にてお寄せください。 

 

福島県農林水産部農林検査グループ 
〒960-8670 福島市杉妻町 2 番 16 号 

TEL 024-521-7399 

FAX 024-521-7946 

E-mail norinkensa＠pref.fukushima.jp 

 

ふくしま農山村ユニバーサルデザインについて 

平成 18 年 7 月 1８日 初版 

 

 

 

 
 

知っていますか？ ユニバーサルデザイン 

すべての人が安全・安心で快適に生活できるよ

うな社会をつくる考えのことです。 

子どもも大人も、男の人も女の人も、身体の不

自由な人もそうでない人も、いろいろな人のこと

を考えて設計（デザイン）するのが、ユニバーサ

ルデザインです。 

 

なぜ ユニバーサルデザインが必要なの？ 

暮らしやすい農山村をつくるためであり、わたしたち自身のため です。 

 

期待される効果 

●人権の尊重 

●施設づくりへの参画機会の拡大 

●環境保全、中長期コストの縮減 

 

なにを すればいいの？ 

いま、自分の周りにあるもの、普段使っているものを見直し、気づくこと が大事です。 

 

 
 

  

 

ふくしま農山村 
ユニバーサルデザインについて 

物や制度に人を合わ

せていませんか？ 

 

不便なことに気がつ

いたときは、声をあ

げましょう。 

 

気がついたことがあれ

ば、できることから始

めましょう。 

●「不便
ふ べ ん

だな～」と思ったことは

ありませんか？ 

 

●「使い方
つ か  か た

がよくわかんねー」と

感じたことはありませんか？ 

 

●「危
あぶ

ねーなー」と感じたことは

ありませんか？ 

 

●「浮
う

いてるな～」と感じたこと

はありませんか？ 

 

気づいたこと （利用者の意見） 

計画・設計 
・ユニバーサルデザイン

の検討開始 

・意見収集 

・地域状況の把握 

管理・改修 
・施設の機能･性能の維

持 

・改修時における利用者

要望の把握 

施工・評価 
・利用者の立場にたった

監理 

・利用者による状況確認 

・利用後の評価収集 

ふくしま型 UD を推進しています！ 
 
「すべての人が、あらゆるいのちとの共生

を自覚しながら、いきいきと暮らし、活動

し、社会に参画し、新たな価値を創造し続

けるふくしまの実現」を推進します。 

 

くらしやすい農山村の形成



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のまわりを 点検しましょう 

① 集落道・農道 

・行き止まりになっていませんか？ 

・駐車スペースはありますか？ 

・土手の草刈はしやすいですか？ 

② 林道 

・車が通行しやすいですか？ 

・標識や案内板がありますか？ 

・枝道で迷いませんか？ 

⑨ 生態系保全 

・水を汚していませんか？ 

・生きものが少なくなっていません

か？ 

・草刈や土砂払などをしてますか？ 

⑦ 農業生産販売施設 

・晴天や雨でも、農産物をゆっくり選

ぶことができますか？ 

・情報交換ができますか？ 

⑥ 農地 

・進入路は使いやすいですか？ 

・水口、水尻は使いやすいですか？ 

・畦畔や土手は危なくないですか？ 

③ 用水路・排水路 

・安全な足場がありますか？ 

・ゴミに困っていませんか？ 

・草刈がしにくくないですか？ 

・危なくないですか？ 

④ 農村公園 

・普段から使われていますか？ 

・休憩できるベンチがありますか？ 

・地域の行事に利用されていますか？

⑩ 景観 

・地域の個性がありますか？ 

・伝統文化が保たれていますか？ 

・案内看板がありますか？ 

⑧ 里山 

・山へ入る道がありますか？ 

・ボランティアが活動できますか？ 

・山に親しめますか？ 

⑤ 森林総合利用施設 

・地域の状況と調和していますか？ 

・休憩できるベンチがありますか？ 

・体力に応じたルートがありますか？


